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1.は じ め に

現在,エネルギー価格の上昇する中にあって可動構造

材等の軽量化に対するニーズは高まっている.従来の構

造材料はこの軽量化の点で限界に達し,今後新たな材料

面からの軽量化が要求されている.この実現のために複

合材料に大きな期待がもたれている.中でも金属系複合材

秤 )･2) はポリマ 一系複合材料にない高温特性を持つので,

今後の開発が注目されている.金属系複合材料は高強度

繊維と金属材料を複合化した材料であり,これはそれぞ

れの優れた特徴を導きだすとともに,欠点を補いあって

飛躍的に向上した機能を持つ材料でなくてはならない.

複合材料を構造材料として利用するためには,大幅な強

皮,剛性の向上,耐環境性の向上,信頼性の向上が不可

欠で,このためにはまず複合化素材の優れた破綻が必要

である･特に軽金属系との複合化にとって化学的に安定

でしかも軽いボロン繊維31･4),5)の開発が急務とされてい

る･またボロン繊維自体狭義の複合化織経であり,それ

自体の特性も工業材料として十分活用できる等の点を考

え,本研究においては工業的規模に必要なスケールアッ

プの基礎資料を得る目的で縦型連続ボロン繊維製造装置

の開発研究をおこなった

2.実験装置および方法

2.1 縦型反応装置

Fig･1に縦型反応装置の概略図を示す･この反応管

の特徴はタングステンサブストレートが垂直に送られる

こと,および反応ガスがサブス トレートに対して平行に

供給されることである.この装置全体はこの反応管,サ

ブストレート加熱用定電圧定電流電源,反応ガス供給系,

未反応ガス回収系,タングステンサブストレート駆動系,

温度測定系より構成されている.

2.2 実 験 方 法

ボロン繊維の作成はCVD法により行った.実験手順

は反応管を十分にN2ガスで置換 し,さらにH2ガスで

置換する.H2ガスは精製系,流量計を通り,Bcl｡反応
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ガスと混合され反応管に導入される.反応管では連続的

に供給されたタングステンサブストレートが,水銀電極

で直接通電されながら下から上へ移動してゆく.サブス

トレート表面では次のような反応が起こり,ボロンが連

続的に蒸着される.

2Bc13+3H2･-2B+6Hcl

その結果,タングステンとボロンの反応が起こりボライ

ドが形成されるとともに,連続的にアモルファスボロン

が蒸着される･サブストレートは反応管内を通過した後,

ボロン線維として巻き取られる

実験条件は,サブストレートの反応温度 1100-1200

℃,反応時間2,4,6,8,10分,Bc13の流量90,120,

250cm3/minとし,H2ガス流量はBc13ガスに対 して

一定の比率で流したV

強度テストはインストロン型,ロードセル20kgrrはⅩ.

の引張り試験機を使用し,クロスヘッドスピードは 0.8

mm/mlnとした･ゲ ージ長さは20mm とし試験片のチ

ャック部分はアルミ箔にはさみ瞬間接着剤で接着した後,

試験機のチャックにセットした.

lllHl=川HHIHtHHHHMEH川Il川IIIMHllLllllHHIHllHIHEllIHFHIE‖lH日日川lHHIEHHHHHl川lHIFLHHlmHHHHI=lHlHMEI川lHHHHMl=日日川HllHHllHHEIHHIH日日llllllHIHIHMH1日川川H日日川HI川lHIHHH

14










